別紙 ⑤
暑さ指数(WBGT)とは？

[bookmark: _GoBack]熱中症を予防することを目的として1954年にアメリカで提案された指標です。 
下図のグラフからも暑さ指数（WBGT）が28℃（厳重警戒）を超えると熱中症患者が著しく増加する様子が分かります。
[image: 熱中症患者発生率]


暑さ指数の使い方
暑さ指数（WBGT）は労働環境や運動環境の指針として有効であると認められ、ISO等で国際的に規格化されています。
 （公財）日本スポーツ協会では「熱中症予防運動指針」を下記のとおり公表しています。


[bookmark: guideline2]運動に関する指針
	気温
（参考）
	暑さ指数
（WBGT）
	熱中症予防運動指針

	35℃以上
	31℃以上
	運動は原則中止
	特別の場合以外は運動を中止する。
特に子どもの場合には中止すべき。

	31～35℃
	28～31℃
	厳重警戒
（激しい運動は中止）
	熱中症の危険性が高いので、激しい運動や持久走など体温が上昇しやすい運動は避ける。
10～20分おきに休憩し、水分・塩分の補給を行う。
（※ 暑さに弱い人は運動を軽減または中止。）

	28～31℃
	25～28℃
	警戒
（積極的に休憩）
	熱中症の危険が増すので、積極的に休憩をとり適宜、水分・塩分を補給する。
激しい運動では、30分おきくらいに休憩をとる。

	24～28℃
	21～25℃
	注意
（積極的に水分補給）
	熱中症による死亡事故が発生する可能性がある。
熱中症の兆候に注意するとともに、運動の合間に積極的に水分・塩分を補給する。

	24℃未満
	21℃未満
	ほぼ安全
（適宜水分補給）
	通常は熱中症の危険は小さいが、適宜水分・塩分の補給は必要である。
市民マラソンなどではこの条件でも熱中症が発生するので注意。



※ 暑さに弱い人：体力の低い人、肥満の人や暑さに慣れていない人など
 （公財）日本スポーツ協会「スポーツ活動中の熱中症予防ガイドブック」（2019）より


参　考

熱中症指数計（黒球形）


　　[image: 黒球付き熱中症指数計／熱中症指数モニター AD-5698みはりん坊プロ製品画像]　　　[image: 黒球式熱中症指数計「熱中アラーム」 TT-560]　　　　　　　　[image: デザインファクトリー 計測機器 黒球付熱中症計 熱中症指標/WBGT/温度/湿度表示 CR2032電池使用 115158]
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